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13:さらに細かい櫛のローラーへと先送りさ
れながら、梳かれていきます。

14:かなり細かくなりました。 15:途中で90度方向転換して、別方向にも
梳かれます。

16:綿菓子のようになりました。 17:After 。詰め物として販売されます。ナ
ンヒェんさんのお人形に使われています。

18:点検中。WM社の設備は、他のメーカーから中古品として買い取った機械と、ペーターさんがご自分で
作られたもの。ちなみにこの機械は1978年に作られたものです。中には製造年次1949年という機械も現役
で起動しています。ドイツから繊維工業がほぼ姿を消した今となっては、中古機械を購入することもまま
ならず、現行の設備をメインテナンスしてくれる会社もありません。そこで、自分たちで整備、修理をし
ながら大切に使っています。

19:脂肪分の多すぎる部分など、廃材は機械
がふるい落とします。品種によって差があ
りますが、原材料の25％～50％が廃棄され
ます！

20:毛糸のかせをを竹竿に通して、段染めし
たい高さに調節し、インディゴ液に一晩。

21:インディゴのブルーは酸化によって初め
て発色します。

22:20から22へと青が濃くなっていく様子
をご覧ください。

23:竹ざおからとりはずして、 24:脱水機に。
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25:乾燥中の毛糸（全てブラザー・ジョル
ダンのオーダー！）

26:白樺の葉　（黄色） 27:クルミの殻　（茶色）

28:アカネの根（オレンジ色） 29:コチニール 30:ナチュラル・インディゴ　（ブルー）は
エル・サルバドルから購入

31:26～30の原料から色素を抽出し染料を得
る機械　




